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東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争

（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）

佐　

藤　
　

良　

聖

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

東
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
入
る
と
西
洋
国
際
法
の
存
在
に
直
面
し
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
1
（

。
国

際
海
洋
法
に
お
け
る
領
海
と
公
海
の
区
別
も
、
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
る
。
今
日
で
は
「
国
土
の
周
辺
に
位
置
す
る
沿
岸
か

ら
一
定
の
幅
の
帯
状
の
海
域
」
と
定
義
さ
れ
る
領
海
は
、
境
界
線
に
区
切
ら
れ
た
一
定
の
領
域
を
支
配
す
る
近
代
的
な
主
権
国
家
に
と
っ

て
必
須
の
要
素
と
さ
れ
て
い
る
）
2
（

。

　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
領
海
を
め
ぐ
る
歴
史
研
究
は
、
日
本
や
中
国
が
国
際
法
を
受
容
し
実
践
に
移
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
単
線
的
な
構

図
の
下
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
日
本
は
普
仏
戦
争
を
契
機
に
領
海
範
囲
を
三
海
里
と
す
る
原
則
を
受
け
入
れ
）
3
（

、
一
八
九
二
年
の
千
島
艦

事
件
で
は
国
際
法
廷
を
利
用
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
論
争
し
た
）
4
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
清
朝
が
「
領
海
主
権
」
と
い
う
観
念
を
獲
得
し
た
の
は
二
〇
世
紀
初
頭
と
さ
れ
）
5
（

、
中
国
が
は
じ
め
て
領
海
範
囲
を

公
式
に
制
定
し
た
の
は
、
一
九
三
一
年
四
月
二
八
日
公
布
の
訓
令
第
一
九
七
五
号
で
あ
っ
た
）
6
（

。
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
領
海
に
対
す
る

三
一
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理
解
や
法
整
備
と
い
う
点
で
、
日
本
と
中
国
の
間
に
大
き
な
格
差
が
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
も
そ
も
清
朝
は
万
国
公
法
を
西
洋
諸
国
に
対
す
る
主
張
に
は
有
効
だ
と
評
価
し
つ
つ
も
、
必
ず
し
も
自
ら
が
従
う
べ
き
国

際
規
範
だ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
事
例
も
あ
る
）
7
（

。
日
本
と
中
国
で
は
領
海
へ
の
向
き
合
い
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た

と
い
う
点
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
国
際
海
洋
法
に
お
け
る
領
海
の
規
定
が
一
九
世
紀
末
の
時
点
で
も
固
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
鑑
み
れ
ば
、
中
国
は
そ
の
活
用
方
法
を
自
ら
模
索
し
、
選
択
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
考
察
に
値
す
る
事
例
と
し
て
、
一
九
〇
六
年
に
発
生
し
た
渤
海
・
黄
海
海
域
に
お
け
る
日
中
韓
漁
業
紛
争

が
挙
げ
ら
れ
る
）
8
（

。
日
露
戦
争
を
契
機
に
日
本
は
朝
鮮
半
島
を
伝
っ
て
渤
海
・
黄
海
方
面
へ
進
出
し
た
が
、
関
東
州
周
辺
の
漁
業
権
を
め

ぐ
り
清
朝
と
対
立
し
た
。
以
後
一
九
一
二
年
四
月
の
解
決
ま
で
続
く
調
停
で
、
領
海
が
論
争
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
）
9
（

。

　

劉
利
民
は
こ
の
紛
争
で
清
朝
は
「
領
海
漁
業
権
」
の
保
護
を
試
み
た
も
の
の
有
効
打
を
打
て
な
か
っ
た
と
論
じ
る
が
）
10
（

、
日
本
の
侵
略

と
中
国
の
対
抗
と
い
う
対
立
軸
に
依
拠
し
た
政
治
的
評
価
が
色
濃
い
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
記
述
が
断
片
的
で
、
紛
争
の
結
末
が

明
ら
か
で
な
い
。

　

一
方
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
〇
九
年
に
か
け
て
の
清
韓
通
漁
規
則
締
結
問
題
に
つ
い
て
は
、
金
東
建
・
陳
冠
任
・
金
文
基
に
よ
る

研
究
が
外
交
交
渉
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
出
来
事
か
ら
領
海
に
対
す
る
理
解
の
齟
齬
を
含
め
た
具
体
的
様
相
を
論
じ

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
）
11
（

。
こ
の
う
ち
金
文
基
は
「
領
海
主
権
」
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
分
析
は
い
ま
だ
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
に

留
ま
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

　

本
稿
は
金
文
基
の
指
摘
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
日
中
韓
漁
業
紛
争
に
際
し
て
各
国
が
領
海
と
い
う
概
念
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し

三
二
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漁
業
紛
争
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一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

た
の
か
を
考
察
す
る
。
特
に
、
清
朝
が
自
ら
の
主
張
に
合
わ
せ
て
領
海
に
関
す
る
国
際
慣
行
を
読
み
替
え
、
独
自
の
見
解
を
作
り
出
す

過
程
に
焦
点
を
当
て
た
い
。
主
な
史
料
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
日
本
外
交
文
書
、
特
に
「
関
東
州
沿
海
漁
業

保
護
一
件
」
を
分
析
し
、
交
渉
過
程
を
よ
り
詳
細
に
追
う
。
ま
た
中
国
側
の
外
交
檔
案
に
加
え
て
日
本
側
の
文
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る

奉
天
交
渉
局
・
外
務
部
の
檔
案
の
写
し
を
通
し
て
、
可
能
な
限
り
中
国
側
の
動
向
を
把
握
し
た
い
。

　

以
下
、
議
論
の
転
換
に
合
わ
せ
時
期
を
区
切
り
つ
つ
、
日
中
韓
漁
業
紛
争
の
顚
末
を
追
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　

第
一
章　

紛
争
の
発
生
と
初
動
（
一
九
〇
六
―
一
九
〇
七
）

　

一
九
〇
六
年
五
月
、
遼
東
半
島
西
岸
の
鮁
魚
圏
に
お
け
る
キ
グ
チ
漁
に
対
す
る
出
漁
料
金
の
徴
収
権
を
め
ぐ
る
日
清
間
の
対
立
が
生

じ
た
（
図
一
参
照
）。
鮁
魚
圏
は
キ
グ
チ
が
回
遊
し
て
く
る
優
良
な
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
漁
期
に
入
る
と
関
東
州
内
外
か
ら
中

国
人
漁
民
が
押
し
寄
せ
、
ジ
ャ
ン
ク
船
と
サ
ン
パ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
「
風
網
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
技
法
を
使
っ
た
漁
業
を
行
っ
て

い
た
）
12
（

。

　

こ
れ
に
目
を
つ
け
た
関
東
州
住
民
の
高
景
賢
は
清
利
公
司
を
設
立
し
、
関
東
総
督
府
の
許
可
を
取
り
付
け
、
漁
民
か
ら
出
漁
税
を
徴

収
す
る
事
業
を
計
画
し
た
。
そ
れ
を
察
知
し
た
奉
天
将
軍
の
趙
爾
巽
は
、
候
補
知
府
の
黄
家
傑
に
命
じ
て
奉
天
漁
業
総
局
を
急
遽
組
織

さ
せ
る
）
13
（

。
こ
の
両
者
の
間
で
生
じ
た
争
い
は
「
激
烈
ニ
シ
テ
聞
ク
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
毒
舌
ヲ
用
ヰ
タ
」
口
論
と
な
り
、
漁
民
や
魚
問
屋
は
ま

と
も
に
操
業
で
き
な
い
有
様
だ
っ
た
と
い
う
）
14
（

。

　

事
態
を
受
け
た
趙
爾
巽
は
関
東
総
督
府
参
謀
の
西
川
乕
次
郎
に
、「
清
国
人
ノ
保
護
ハ
清
国
官
憲
ニ
於
テ
之
レ
ニ
任
ズ
ベ
ク
日
本
軍
隊

三
三
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ノ
関
与
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
抗
議
し
た
。
そ
の
後
五
月
一
二
日
に
行

わ
れ
た
調
停
に
よ
っ
て
、
海
上
の
保
護
は
日
本
が
、
陸
上
の
保
護
は
清

朝
が
担
当
し
、
今
回
の
徴
収
額
は
日
清
で
折
半
す
る
こ
と
で
手
打
ち
と

し
た
）
15
（

。

　

だ
が
翌
年
の
一
九
〇
七
年
、
関
東
州
遠
洋
漁
業
団
の
行
動
が
抗
議
を

招
く
。
関
東
州
遠
洋
漁
業
団
は
、
関
東
都
督
府
が
結
成
し
た
関
東
州
水

産
組
合
の
下
部
組
織
で
あ
る
。
こ
の
団
体
が
関
東
州
の
内
外
を
問
わ
ず

加
入
を
呼
び
か
け
る
布
告
文
を
貼
り
出
し
、
こ
れ
が
清
朝
の
行
政
権
の

侵
害
と
見
な
さ
れ
た
）
16
（

。
関
東
都
督
府
は
関
東
州
水
産
組
合
を
通
し
て
州
内
の
日
本
人
・
中
国
人
漁
民
か
ら
徴
税
を
行
っ
て
い
た
）
17
（

が
、
遠

洋
漁
業
団
に
よ
っ
て
州
外
の
漁
民
に
も
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

奉
天
漁
業
総
局
総
辦
の
黄
家
傑
は
、
も
し
遠
洋
漁
業
団
が
軽
率
な
行
為
を
続
け
る
な
ら
ば
実
力
行
使
も
辞
さ
な
い
と
訴
え
た
。
こ
れ

を
受
け
た
趙
爾
巽
は
四
月
一
日
に
奉
天
総
領
事
館
へ
事
実
確
認
を
依
頼
す
る
）
18
（

。
奉
天
総
領
事
館
は
「
清
国
ノ
領
土
領
海
内
」
で
の
行
動

は
不
適
当
だ
と
警
告
し
た
が
）
19
（

、
関
東
都
督
府
は
「
法
理
上
ノ
根
拠
ハ
暫
ク
措
キ
」、
関
東
州
住
民
の
出
漁
は
慣
行
と
し
て
認
め
る
べ
き
だ

と
主
張
し
た
）
20
（

。

　

五
月
一
八
日
に
奉
天
交
渉
局
が
奉
天
総
領
事
館
に
送
っ
た
抗
議
文
は
、
領
海
へ
の
言
及
が
見
え
る
点
で
注
目
に
値
す
る
。

鮁
魚
圏
・
西
河
套
な
ど
の
漁
場
は
ど
れ
も
我
が
国
の
領
海
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遠
洋
漁
業
団
は
強
引
に
越
境
し
、
利
益

営口

蓋平
鮁魚圏

旅順

大連 0 30km

渤　海

関　東　州

図一　遼東半島沿岸図

三
四
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東
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に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

を
横
取
り
す
る
と
と
も
に
権
利
を
侵
害
し
て
お
り
、
甚
だ
し
き
こ
と
に
は
、
水
雷
艇
を
帯
同
す
る
に
至
っ
て
い
る
）
21
（

。

　

こ
の
照
会
で
注
意
す
べ
き
は
、
奉
天
交
渉
局
は
鮁
魚
圏
な
ど
の
漁
場
を
領
海
と
表
現
し
、
日
本
側
の
行
為
は
漁
業
税
の
収
奪
だ
け
で

な
く
、
領
海
の
侵
害
に
あ
た
る
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
奉
天
総
領
事
館
は
明
確
な
回
答
を
避
け
な
が
ら
、
清
朝
に
「
反
省
ヲ
促
ス

タ
メ
」
漁
業
紛
争
の
交
渉
を
打
ち
切
る
と
六
月
八
日
に
通
知
し
た
。
趙
爾
巽
は
、
日
本
の
非
難
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
日
本
に
当
て
は

ま
る
と
反
論
し
、
交
渉
を
一
時
中
止
す
る
姿
勢
を
同
じ
く
提
示
し
た
）
22
（

。

　

そ
の
後
趙
爾
巽
は
外
務
部
に
対
し
意
見
を
上
申
し
た
。
五
月
二
一
日
に
は
日
本
人
の
「
我
が
領
海
」
へ
の
侵
入
を
食
い
止
め
な
け
れ

ば
「
漁
業
利
権
を
損
な
い
、
海
権
も
ま
た
失
わ
れ
る
」
と
警
告
し
た
）
23
（

。
奉
天
を
離
れ
る
直
前
の
六
月
一
四
日
に
は
、「
我
が
漁
業
利
権
や

海
権
を
守
る
た
め
」
漁
業
税
徴
収
の
権
限
の
所
在
を
明
確
に
す
べ
き
だ
と
も
指
摘
し
て
い
る
）
24
（

。
同
時
期
に
外
務
部
尚
書
の
袁
世
凱
は
、

日
本
人
漁
民
の
行
動
は
「
我
が
国
の
領
海
主
権
を
軽
ん
じ
て
い
る
」
と
表
現
し
た
）
25
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
奉
天
省
や
袁
世
凱
の
反
応
は
、
漁
業
税
の
徴
収
権
を
何
と
し
て
も
保
護
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
る
一
方
、
領

海
の
範
囲
を
問
題
に
し
て
い
な
い
。
清
朝
は
領
海
や
「
海
権
」、
あ
る
い
は
「
領
海
主
権
」
と
い
っ
た
語
彙
を
用
い
て
は
い
る
が
、
そ
れ

を
も
と
に
日
本
へ
対
抗
す
る
た
め
の
具
体
的
な
主
張
を
生
み
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

一
方
日
本
側
で
は
六
月
二
二
日
に
奉
天
総
領
事
館
と
関
東
都
督
府
の
間
で
意
見
調
整
を
行
い
、
解
決
案
を
作
成
し
た
）
26
（

。
そ
の
内
容
に

は
渤
海
に
お
け
る
日
本
の
漁
業
利
権
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
）
27
（

。
七
月
二
九
日
に
は
萩
原
守
一
（
奉
天
総
領
事
）
と
、

徐
世
昌
（
東
三
省
総
督
）・
唐
紹
儀
（
奉
天
巡
撫
）
と
の
間
で
こ
の
解
決
案
を
ベ
ー
ス
に
し
た
交
渉
が
行
わ
れ
、
清
朝
領
海
に
お
け
る
関
東

州
漁
民
の
漁
業
を
、
納
税
と
鑑
札
の
授
与
を
条
件
に
保
障
す
る
と
決
定
し
た
）
28
（

。

三
五
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一
方
関
東
州
内
日
本
人
漁
民
へ
の
処
置
に
つ
い
て
は
、「
清
国
人
名
義
ヲ
以
テ
鑑
札
ヲ
受
ク
ル
ノ
便
宜
」
を
頼
れ
ば
よ
い
と
す
る
奉
天

総
領
事
館
と
、
日
本
人
漁
業
権
の
確
立
を
要
求
す
る
関
東
都
督
府
の
間
で
意
見
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
）
29
（

。
結
局
日
本
人
漁
業
権
は
解
決
案

に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
外
務
省
は
「
秘
密
覚
書
ヲ
以
テ
日
清
人
合
同
ノ
出
漁
ヲ
予
メ
承
認
セ
シ
メ
置
ク
」
こ
と
で
、
協
定

の
水
面
下
で
別
に
許
可
を
取
り
付
け
る
よ
う
総
領
事
館
に
訓
令
し
た
）
30
（

。

　

翌
年
の
一
九
〇
八
年
四
月
一
一
日
、
奉
天
総
領
事
館
は
三
カ
条
の
解
決
案
を
奉
天
巡
撫
に
提
出
し
た
。
こ
の
解
決
案
で
は
、（
一
）
清

朝
は
鑑
札
料
を
「
民
度
ヲ
酌
量
シ
低
率
ニ
」
規
定
し
た
上
で
、
鑑
札
料
の
納
付
を
条
件
に
、
関
東
州
内
の
清
朝
漁
民
へ
清
朝
領
海
で
の

漁
業
権
を
与
え
、（
二
）「
国
家
ノ
職
責
」
で
あ
る
漁
業
の
保
護
や
徴
税
は
清
朝
が
担
う
が
、（
三
）
関
東
州
漁
民
に
対
す
る
清
朝
に
よ
る

徴
税
行
為
は
一
切
禁
止
し
た
）
31
（

。
以
後
、
こ
の
解
決
案
を
大
ま
か
な
方
針
と
し
つ
つ
も
、
詳
細
な
規
定
に
関
す
る
調
整
が
続
い
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

　

北
京
で
は
四
月
一
三
日
に
唐
紹
儀
と
林
権
助
が
漁
業
紛
争
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
唐
は
租
借
地
内
に
い
る
清
朝
人
名
義
の
鑑
札
を
日

本
人
に
譲
渡
す
る
の
は
同
意
で
き
な
い
と
語
っ
た
。
林
は
「
韓
国
領
海
」
に
お
け
る
清
朝
の
漁
業
を
引
き
合
い
に
出
し
て
説
得
を
試
み

た
が
、
唐
は
「
清
国
領
海
ニ
日
本
人
ノ
漁
業
ヲ
許
ス
コ
ト
ハ
…
…
到
底
同
意
ス
ル
ニ
苦
ム
」
と
、
自
ら
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
）
32
（

。
こ

の
会
談
で
は
、
関
東
州
の
漁
民
が
清
朝
領
海
を
侵
犯
す
る
か
否
か
が
論
点
と
な
っ
た
。
だ
が
林
は
領
海
の
範
囲
を
論
点
に
し
よ
う
と
は

せ
ず
、
ま
た
深
入
り
も
し
な
か
っ
た
。

　

以
上
見
た
と
お
り
、
日
中
韓
漁
業
紛
争
は
、
関
東
州
―
奉
天
省
間
の
漁
業
に
関
す
る
徴
税
権
争
い
と
い
う
地
方
的
な
問
題
と
し
て
発

生
し
た
。
当
初
は
日
清
と
も
に
徴
税
金
額
や
対
象
を
議
論
の
中
心
に
据
え
て
お
り
、
領
海
の
問
題
に
は
立
ち
入
ろ
う
と
し
て
い
な
い
。

三
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東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

と
こ
ろ
が
、
一
九
〇
八
年
の
漁
期
を
迎
え
る
と
、
こ
の
状
況
が
一
転
す
る
。

　
　
　
　
　

第
二
章　

領
海
へ
の
注
目
（
一
九
〇
八
）

　

一
九
〇
八
年
の
漁
期
を
迎
え
る
と
、
渤
海
・
黄
海
の
両
方
面
で
領
海
に
関
す
る
問
題
が
前
面
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
日
中
韓
漁

業
紛
争
も
そ
の
性
格
を
変
え
て
ゆ
く
。
以
下
、
渤
海
で
の
動
向
と
黄
海
方
面
の
展
開
を
そ
れ
ぞ
れ
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
渤
海
方
面
の
動
向

　

漁
期
を
控
え
た
五
月
上
旬
に
清
朝
か
ら
通
知
さ
れ
た
鑑
札
料
は
、
日
本
に
と
っ
て
「
殊
ニ
高
率
ニ
失
ス
ル
」
た
め
受
け
入
れ
ら
れ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
）
33
（

。
そ
こ
で
関
東
都
督
府
は
、
清
朝
の
領
海
や
領
土
へ
の
侵
入
を
避
け
る
よ
う
漁
民
た
ち
に
勧
告
し
た
）
34
（

。
こ
の
命
令

か
ら
は
、
清
朝
の
管
轄
圏
外
で
漁
業
や
漁
獲
品
の
販
売
を
行
え
ば
、
介
入
を
回
避
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
目
論
見
が
読
み
取
れ
る
。

　

少
し
で
も
清
朝
の
徴
税
を
回
避
す
る
領
域
を
確
保
す
る
た
め
に
、
関
東
都
督
府
は
渤
海
に
お
け
る
清
朝
領
海
の
範
囲
は
何
海
里
に
な

る
の
か
、
と
い
う
論
点
を
提
示
し
た
。
関
東
都
督
府
は
「
国
際
法
ノ
公
認
ス
ル
所
ニ
ヨ
リ
三
浬
領
海
論
ヲ
主
張
ス
ル
ヲ
策
ノ
得
タ
ル
モ

ノ
ト
思
考
」
す
る
）
35
（

が
、
こ
こ
に
は
日
本
が
支
持
す
る
三
海
里
原
則
を
清
朝
に
も
認
め
さ
せ
て
、
公
海
す
な
わ
ち
自
由
な
漁
業
が
許
さ
れ

る
海
域
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
見
え
る
。

　

奉
天
総
領
事
館
は
、
鑑
札
料
の
設
定
に
苦
言
を
呈
し
関
東
州
漁
民
は
清
朝
の
領
海
な
ら
び
に
領
土
に
侵
入
し
な
い
旨
を
伝
え
）
36
（

、
同
時

に
三
海
里
以
外
の
海
域
で
摘
発
や
徴
税
を
行
い
紛
糾
が
起
こ
っ
た
場
合
、
そ
の
責
任
は
清
朝
に
あ
る
と
断
言
し
た
）
37
（

。
こ
こ
で
奉
天
総
領

三
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事
館
は
、
清
朝
領
海
を
三
海
里
に
限
定
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の
海
域
を
全
て
公
海
と
す
る
こ
と
で
、
関
東
州
漁
民
が
自
由
に
出
漁
で
き
る

範
囲
を
可
能
な
限
り
広
く
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

五
月
一
九
日
、
奉
天
交
渉
員
の
袁
良
が
奉
天
総
領
事
館
に
来
訪
し
、
清
朝
は
「
領
海
三
海
里
以
外
ニ
於
テ
自
国
官
憲
ガ
権
力
ヲ
暴
用

ス
ル
コ
ト
ナ
キ
様
」
訓
令
す
る
の
で
、
日
本
側
は
「
州
外
漁
船
ノ
領
海
内
ニ
入
ラ
ザ
ル
様
取
締
ラ
レ
タ
キ
旨
」
を
申
し
込
ん
だ
。
袁
良

は
清
朝
の
領
海
範
囲
を
三
海
里
と
定
め
た
こ
と
に
な
る
）
38
（

。
関
東
都
督
府
は
奉
天
総
領
事
館
の
交
渉
ぶ
り
を
、「
彼
ヲ
シ
テ
自
ラ
領
海
ノ
三

浬
ナ
ル
コ
ト
ヲ
自
白
セ
シ
ム
ル
…
…
ガ
如
キ
ハ
在
奉
天
帝
国
総
領
事
ノ
功
多
キ
ニ
居
ル
」
と
評
価
し
た
）
39
（

。

　

一
九
〇
八
年
の
漁
期
に
際
し
て
、
日
本
は
領
海
の
範
囲
に
関
す
る
認
識
を
清
朝
と
す
り
合
わ
せ
、
納
税
な
し
に
漁
業
を
行
え
る
海
域

を
確
保
し
よ
う
と
試
み
た
。
交
渉
の
結
果
、
清
朝
は
三
海
里
原
則
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
、
図
ら
ず
も
日
本
側
の
意
に
沿
う
よ
う

な
「
自
白
」
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
日
本
か
ら
す
れ
ば
、
渤
海
に
お
け
る
日
清
漁
業
紛
争
の
調
停
は
大
き
く
前
進
し
た
か
の
よ
う

に
見
え
た
だ
ろ
う
。
さ
て
渤
海
で
の
議
論
と
並
行
し
て
、
黄
海
方
面
で
も
領
海
が
交
渉
の
俎
上
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
黄
海
方
面
の
動
向

　

日
清
戦
争
に
よ
っ
て
清
韓
商
民
水
陸
貿
易
章
程
が
破
棄
さ
れ
て
以
来
、
清
朝
と
韓
国
の
間
に
は
黄
海
に
お
け
る
漁
業
権
の
取
り
決
め

が
不
在
の
状
態
に
あ
っ
た
。
在
韓
国
総
領
事
の
馬
廷
亮
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
九
〇
七
年
の
夏
に
統
監
府
と
交
渉
し
た
が
、
成
果

を
挙
げ
ら
れ
ず
に
い
た
。
だ
が
一
九
〇
八
年
に
な
る
と
、
副
統
監
の
曾
禰
荒
助
が
清
韓
通
漁
規
則
の
締
結
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け

た
馬
は
、
四
月
二
五
日
に
「
交
渉
を
行
っ
て
規
則
を
締
結
し
、
未
だ
に
何
の
取
り
決
め
も
な
い
状
態
を
脱
す
る
べ
き
だ
」
と
外
務
部
に

三
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東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

提
言
し
、
各
省
の
回
答
を
求
め
た
）
40
（

。

　

各
省
の
回
答
は
い
ず
れ
も
規
則
締
結
に
消
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
内
容
を
見
る
と
、
通
漁
規
則
は
「
い
た
ず
ら
に
国
家
の
海
権
を

大
き
く
損
な
う
」
だ
け
だ
と
す
る
袁
世
凱
の
回
答
）
41
（

に
せ
よ
、「
い
っ
た
ん
漁
業
権
の
交
換
を
許
せ
ば
、
…
…
た
だ
漁
民
の
生
計
が
失
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
恐
ら
く
は
我
が
海
権
を
侵
害
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
何
彦
昇
（
登
萊
青
膠
道
）
の
反
対
意
見
）
42
（

に
せ
よ
、
主
に
「
海
権
」

の
喪
失
が
反
対
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
規
則
締
結
を
回
避
し
て
「
我
が
国
の
主
権
を
守
り
、
ま
た
全
て
の
人
民
の
生
計
を

顧
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
直
隷
省
の
回
答
の
よ
う
に
、「
主
権
」
を
理
由
と
し
た
）
43
（

。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
袁
は
一
九
〇
七
年
に
黄
海
・
渤
海
で
の
徴
税
活
動
に
つ
い
て
、
日
本
は
清
朝
の
「
領
海
主
権
を
軽
ん
じ
て
い
る
」

と
表
現
し
て
い
た
一
方
で
、
こ
こ
で
は
領
海
と
い
う
語
を
用
い
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
反
対
の
根
拠
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
「
海
権
」

の
保
持
で
あ
っ
た
。「
海
権
」
と
い
う
多
義
的
な
単
語
で
漁
業
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
た
め
に
、
領
海
と
い
う
考
え
方
は
後
景
に
退
い
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

他
方
で
は
関
東
都
督
府
も
八
月
一
八
日
に
通
漁
規
則
の
締
結
を
統
監
府
に
薦
め
た
。
関
東
都
督
府
は
渤
海
と
同
様
の
漁
業
紛
争
が
発

生
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
清
朝
と
韓
国
の
領
海
に
お
け
る
漁
業
権
交
換
を
提
案
し
た
）
44
（

。
韓
国
の
外
交
権
を
握
っ
て
い
た
統
監
府
は
、

関
東
都
督
府
の
提
案
が
「
極
メ
テ
適
切
」
と
認
め
な
が
ら
も
、
ま
ず
は
日
韓
通
漁
規
則
を
改
定
し
て
「
完
全
ナ
ル
漁
業
規
則
」
を
制
定

す
る
の
が
先
決
だ
と
返
答
し
た
）
45
（

。

　

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
の
が
、
一
一
月
一
一
日
発
布
の
韓
国
漁
業
法
と
、
一
一
月
一
三
日
締
結
の
日
韓
漁
業
協
定
で
あ
る
。
前
者
は
、

「
旧
来
の
漁
業
秩
序
を
い
っ
さ
い
白
紙
と
し
た
う
え
で
、
新
規
に
漁
業
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
、
き
わ
め
て
朝
鮮
漁
民
に
不
利
な
法

三
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律
で
あ
っ
た
）
46
（

」。
後
者
は
日
本
と
韓
国
の
沿
海
に
お
け
る
漁
業
権
を
交
換
す
る
内
容
で
あ
る
）
47
（

。

　

こ
こ
で
更
に
重
要
な
の
は
、
統
監
府
が
韓
国
漁
業
法
・
日
韓
漁
業
協
定
を
も
っ
て
韓
国
領
海
を
制
度
化
し
、
清
朝
漁
民
を
排
除
す
る

法
的
根
拠
を
作
成
し
た
点
で
あ
る
。
曾
禰
荒
助
は
馬
廷
亮
と
の
面
談
で
、「
韓
国
政
府
ハ
清
国
人
ノ
密
漁
ヲ
禁
止
」
す
る
意
向
で
あ
り
、

「
韓
国
政
府
ノ
態
度
ヲ
動
カ
ス
ニ
充
分
ナ
ル
理
由
」
が
必
要
だ
と
警
告
し
た
）
48
（

。
ま
た
一
九
〇
九
年
一
月
に
は
、
日
韓
漁
業
協
定
に
よ
っ
て

清
朝
漁
船
は
韓
国
「
領
水
」
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
が
、
清
韓
間
に
協
定
を
結
べ
ば
漁
業
の
「
特
権
」
を
与
え
て
も
よ
い

と
通
知
し
た
。
馬
は
、
清
朝
漁
船
の
拿
捕
が
繰
り
返
さ
れ
る
懸
念
を
示
し
、
改
め
て
通
漁
規
則
締
結
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
を
依
頼
し

た
。
こ
の
時
彼
は
、
特
に
直
隷
・
奉
天
省
か
ら
の
回
答
を
求
め
て
い
る
）
49
（

。

　

統
監
府
は
韓
国
漁
業
法
・
日
韓
漁
業
協
定
に
よ
っ
て
韓
国
領
海
か
ら
清
側
の
漁
船
を
締
め
出
し
、
そ
の
上
で
清
韓
通
漁
規
則
を
別
個

に
結
ん
で
漁
業
を
許
可
す
る
余
地
を
用
意
し
た
。
清
朝
は
通
漁
規
則
を
締
結
し
て
直
隷
・
奉
天
・
山
東
の
沿
海
で
の
漁
業
権
を
与
え
る

か
、
そ
れ
と
も
締
結
を
拒
否
し
て
韓
国
領
海
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
か
、
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
た
と
い
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
統
監
府

は
対
清
交
渉
の
一
環
と
し
て
韓
国
領
海
を
制
度
化
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
）
50
（

。

　

日
本
側
の
勧
告
に
対
し
、
清
朝
は
明
確
な
回
答
を
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
ま
ま
一
九
〇
九
年
四
月
一
日
に
韓
国
漁
業
法
の
施
行
を
迎

え
る
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
統
監
府
外
務
部
長
の
鍋
島
桂
次
郎
は
、
清
朝
総
領
事
館
員
か
ら
「
清
国
人
ノ
韓
海
ニ
出
漁
ス
ル
モ
ノ
稀
少

ナ
リ
ト
推
断
シ
」、
規
則
締
結
の
必
要
性
を
認
め
な
い
姿
勢
を
密
か
に
知
っ
た
。
そ
の
た
め
統
監
府
は
「
止
ム
ヲ
得
ズ
清
国
人
ノ
密
漁
ヲ

禁
止
」
す
る
）
51
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
清
朝
は
渤
海
・
黄
海
の
両
方
面
で
領
海
の
問
題
に
直
面
し
た
。
渤
海
で
は
従
来
曖
昧
な
ま
ま
留
め
置
か
れ
て
い
た

四
〇
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東
ア
ジ
ア
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域
に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

領
海
の
範
囲
確
定
を
求
め
ら
れ
、
三
海
里
原
則
を
受
け
入
れ
る
か
の
よ
う
な
回
答
を
日
本
に
与
え
た
。
黄
海
方
面
で
は
清
韓
通
漁
規
則

締
結
問
題
が
持
ち
上
が
り
、
統
監
府
と
の
交
渉
を
打
ち
切
っ
た
こ
と
で
韓
国
領
海
か
ら
漁
民
が
締
め
出
さ
れ
る
事
態
を
招
く
。

　

日
本
が
展
開
す
る
議
論
へ
対
処
す
る
た
め
に
、
清
朝
は
清
朝
な
り
の
意
見
を
提
示
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
三
海
里

原
則
を
厳
守
す
る
日
本
と
は
異
な
っ
た
解
釈
が
、
清
朝
の
当
局
者
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　

第
三
章　

論
争
の
激
化
と
膠
着
（
一
九
〇
九
―
一
九
一
〇
）

　

渤
海
に
お
け
る
領
海
の
問
題
を
処
理
し
た
と
考
え
る
日
本
に
と
っ
て
、
残
さ
れ
た
課
題
は
適
切
な
税
額
の
設
定
だ
け
で
あ
る
は
ず
だ
っ

た
）
52
（

。
だ
が
一
九
〇
九
年
の
漁
期
間
際
、
四
月
一
三
日
に
状
況
は
一
転
す
る
。
清
朝
は
突
如
と
し
て
、
渤
海
は
「
内
海
」
で
あ
る
た
め
、

そ
の
全
域
が
領
海
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
以
下
、「
渤
海
内
海
説
」
と
呼
ぶ
）
53
（

）。
渤
海
内
海
説
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
東
三

省
議
員
の
徐
秀
鈞
に
よ
る
議
論
で
あ
る
。
彼
は
「〔
沿
岸
か
ら
〕
三
海
里
を
我
が
領
海
と
す
る
と
、
渤
海
の
四
辺
三
海
里
の
範
囲
内
を
我

が
所
属
と
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
内
海
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
説
い
た
）
54
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
関
東
都
督
府
は
旅
順
・
大
連
租
借
条
約
に
よ
っ
て
関
東
州
に
も
領
海
が
発
生
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、「「
キ
ン
グ
ス
、

チ
エ
ン
バ
ー
」
様
ノ
権
利
ヲ
主
張
ス
ル
ニ
於
テ
モ
既
ニ
其
根
底
ヲ
失
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
」
と
反
論
し
た
）
55
（

。
キ
ン
グ
ス
・

チ
ェ
ン
バ
ー
（K

ing’s C
ham

bers

）
と
は
、
一
六
〇
四
年
に
英
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
、
陸
地
に
入
り
込
ん
だ
形

の
海
域
を
、
そ
の
陸
地
を
領
有
す
る
国
家
の
一
部
と
す
る
慣
行
で
あ
る
）
56
（

。
関
東
都
督
府
は
国
際
海
洋
法
の
知
識
を
も
っ
て
反
論
を
試
み

て
い
る
が
、
清
朝
の
主
張
に
は
領
海
で
囲
ま
れ
た
海
域
が
全
て
「
内
海
」
に
な
る
と
い
う
独
特
の
理
解
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。四

一
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関
東
都
督
府
は
前
年
同
様
の
方
針
に
よ
っ
て
紛
争
の
回
避
を
図
っ
た
が
、
五
月
の
漁
期
に
は
や
は
り
紛
糾
が
起
こ
る
。
事
件
の
焦
点

と
な
っ
た
の
は
、
満
洲
水
産
株
式
会
社
所
属
の
ジ
ャ
ン
ク
船
で
あ
る
盛
運
丸
で
あ
る
。
盛
運
丸
は
、
清
朝
側
の
鮮
魚
販
売
船
に
関
東
州

水
産
組
合
の
旗
を
強
制
的
に
掲
げ
さ
せ
た
容
疑
を
か
け
ら
れ
た
）
57
（

。
一
方
同
月
一
七
日
に
は
、
奉
天
漁
業
総
局
の
監
視
船
で
あ
る
鎮
遼
の

行
為
に
関
東
都
督
府
が
抗
議
の
意
を
示
し
て
い
る
）
58
（

。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
関
東
都
督
府
は
盛
運
丸
が
州
外
漁
民
か
ら
保
護
料
を
徴
収
し
た
こ
と
を
否
定
せ
ず
、
む
し
ろ
認
め
て
み
せ
た
。

「
混
沌
タ
ル
漁
場
ノ
実
情
」
に
照
ら
せ
ば
、
漁
民
が
日
清
双
方
に
保
護
を
求
め
る
の
も
当
然
と
い
う
わ
け
で
あ
る
）
59
（

。
他
方
奉
天
交
渉
局

は
、
現
在
の
議
論
で
は
「
清
朝
の
漁
業
は
清
朝
が
保
護
す
べ
き
で
あ
る
が
故
に
、
保
護
の
権
限
は
す
べ
て
清
朝
に
あ
っ
て
貴
国
〔
日
本
〕

に
は
な
い
」
と
い
う
前
提
す
ら
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
訴
え
た
）
60
（

。

　

奉
天
交
渉
局
の
言
葉
通
り
、
盛
運
丸
事
件
を
め
ぐ
る
交
渉
は
議
論
の
前
提
す
ら
噛
み
合
っ
て
い
な
い
。
清
朝
は
渤
海
全
域
を
領
海
と

す
る
立
場
を
取
り
、
一
方
日
本
は
三
海
里
の
清
朝
領
海
以
外
は
全
て
自
由
に
行
動
で
き
る
公
海
と
見
な
し
た
。
日
清
は
と
も
に
正
当
性

の
根
拠
を
領
海
に
関
連
す
る
国
際
海
洋
法
に
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
見
解
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。
双
方
が
不
法
行
為
を
非
難

し
あ
う
鮁
魚
圏
の
漁
場
は
、
日
清
の
利
害
や
管
理
が
混
在
し
衝
突
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
。

　

黄
海
方
面
で
も
状
況
は
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
四
月
一
五
日
、
石
塚
英
蔵
は
馬
廷
亮
へ
、
韓
国
漁
業
法
に
よ
り
領
海
で
の
漁
業
が
正

式
に
禁
止
さ
れ
た
た
め
清
朝
か
ら
出
漁
さ
せ
な
い
よ
う
通
告
し
た
）
61
（

。
馬
廷
亮
は
漁
業
規
則
の
締
結
を
再
検
討
す
べ
き
だ
と
外
務
部
に
訴

え
）
62
（

、
外
務
部
は
規
則
締
結
に
つ
い
て
直
隷
・
山
東
・
奉
天
の
各
省
に
回
答
を
求
め
た
）
63
（

。

　

各
省
は
こ
の
提
議
に
再
び
否
定
的
な
姿
勢
を
示
す
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
反
対
理
由
の
重
心
が
「
海
権
」
や
「
主
権
」
か
ら

四
二
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け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

領
海
に
絞
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
ず
直
隷
省
の
回
答
を
見
て
み
る
と
、
日
韓
漁
船
の
領
海
侵
入
に
よ
る
対
立
の
発
生

や
塩
業
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
し
、「
中
国
の
漁
業
が
完
全
に
組
織
化
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
か
ら
規
則
を
新
た
に
締
結
す
る
よ
う
に
す
る
べ

き
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
を
下
し
た
）
64
（

。

　

次
に
山
東
巡
撫
の
袁
樹
勛
は
鴨
緑
江
下
流
の
状
況
に
言
及
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

思
う
に
鴨
緑
江
下
流
で
は
す
で
に
日
本
人
・
韓
国
人
漁
民
が
多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
今
は
漁
業
を
許
可
す
る
か
禁
止
す
る
か
に

関
わ
り
な
く
、
海
上
の
境
界
線
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
漁
場
を
明
確
に
分
け
る
の
が
優
先
事
項
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
漁
業
者
は
海

上
の
境
界
線
の
標
識
で
あ
る
。
必
ず
や
公
式
に
設
定
し
た
海
上
の
境
界
が
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
領
海
の
主
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

続
け
て
、
漁
業
規
則
は
結
ば
ず
漁
民
に
「
随
時
〔
出
漁
を
〕
厳
禁
さ
せ
、
境
界
線
を
侵
害
し
て
罰
を
受
け
る
恐
れ
を
回
避
」
さ
せ
る
の

が
望
ま
し
い
と
回
答
し
た
）
65
（

。
袁
の
議
論
は
、
範
囲
の
公
的
設
定
を
通
し
て
、
領
海
を
明
確
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
提
言
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
奉
天
省
は
西
朝
鮮
湾
と
渤
海
で
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
も
し
軽
率
に
漁
業
協
定
を
締
結
し
て
し
ま
う
と
、
奉
天
省
の
漁
業

全
体
に
害
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
お
そ
ら
く
は
直
隷
・
山
東
の
両
省
も
ま
た
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
」
と
懸
念
を
見
せ
て
い
る
）
66
（

。

　

こ
の
よ
う
に
馬
廷
亮
の
提
案
に
始
ま
る
再
審
議
は
、
再
び
各
方
面
か
ら
の
拒
否
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
よ
り
重
要
な
の
は
、
領

海
制
度
へ
の
具
体
的
な
理
解
が
議
論
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
直
隷
省
は
塩
業
を
引
き
合
い
に
出
し
て
日
韓
漁
船
の
清
朝
領

海
へ
の
侵
入
を
警
戒
し
、
山
東
省
は
領
海
の
制
度
化
を
要
請
し
た
。
奉
天
省
は
日
韓
と
相
接
す
る
安
東
（
現
・
丹
東
市
一
帯
）
を
抱
え
、

渤
海
で
は
漁
業
紛
争
に
対
処
す
る
立
場
か
ら
、
渤
海
・
黄
海
双
方
の
状
況
を
結
び
つ
け
つ
つ
渤
海
で
の
問
題
は
沿
岸
各
省
に
影
響
す
る

四
三
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と
外
務
部
に
警
告
し
た
。

　

各
省
の
認
識
や
意
見
を
ま
と
め
れ
ば
、
渤
海
の
漁
業
紛
争
は
、
も
は
や
奉
天
省
だ
け
で
対
処
で
き
ず
、
清
朝
と
日
本
と
い
う
国
家
間

の
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
三
月
、
外
務
部
大
臣
の
慶
親
王
は
奉
天
か
ら
の
報

告
に
基
づ
い
て
、
在
清
公
使
の
伊
集
院
彦
吉
に
次
の
よ
う
に
照
会
す
る
。

以
前
か
ら
外
務
部
が
奉
天
省
の
漁
場
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
渤
海
湾
の
な
か
の
海
岸
は
す
べ
て
中
国
の
管
轄
下
に
あ
る
、
よ
っ
て

こ
れ
は
中
国
領
海
で
あ
る
こ
と
に
異
論
の
余
地
は
な
い
。
ど
う
し
て
こ
れ
を
公
海
と
言
え
よ
う
か
。
旅
順
・
大
連
は
租
借
地
で
あ

る
と
い
え
ど
も
、
そ
の
漁
民
を
保
護
す
る
の
は
中
国
が
有
す
る
権
利
に
係
わ
る
こ
と
で
あ
る
）
67
（

。

　

慶
親
王
の
主
張
は
領
海
と
い
う
枠
組
み
に
立
脚
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
慣
行
を
都
合
よ
く
読
み
替
え
た
独
自
の
見
解
に
支
え
ら

れ
て
い
る
。
一
方
渤
海
内
海
説
を
提
唱
し
た
こ
と
で
、
袁
が
勧
め
る
よ
う
な
境
界
線
に
よ
る
範
囲
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
、
意
識
が
向

け
ら
れ
て
い
な
い
。
一
九
〇
八
年
四
月
の
唐
紹
儀
と
林
権
助
の
談
話
と
比
較
す
る
と
、
清
朝
が
領
海
と
い
う
概
念
に
独
自
解
釈
を
埋
め

込
ん
で
自
己
主
張
に
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
じ
こ
ろ
奉
天
で
の
交
渉
も
開
始
さ
れ
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
奉
天
交
渉
局
も
領
海
の
問
題
を
議
題
に
挙
げ
る
に
は
躊
躇
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
四
月
一
三
日
に
奉
天
総
領
事
館
を
訪
れ
た
韓
国
鈞
は
、「
渤
海
ガ
清
国
領
海
ナ
ル
カ
否
カ
ノ
問
題
」
は
「
一

朝
ニ
シ
テ
解
決
ヲ
見
ウ
ベ
キ
モ
ノ
ト
ハ
信
ゼ
ラ
レ
ズ
」
と
漏
ら
し
た
。
し
か
し
眼
前
の
紛
糾
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
一

九
〇
八
年
の
解
決
案
に
従
っ
て
問
題
を
解
決
し
た
い
と
語
っ
て
い
る
）
68
（

。
だ
が
奉
天
総
領
事
代
理
と
し
て
彼
に
応
対
し
た
有
田
八
郎
は
、

清
朝
領
海
と
公
海
を
切
り
分
け
、
管
理
方
法
を
使
い
分
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
）
69
（

。

四
四
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中
韓
漁
業
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争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

　

有
田
の
提
案
を
受
け
、
韓
国
鈞
は
結
局
領
海
の
問
題
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
彼
は
日
本
の
主
張
の
根
底
で
あ
っ
た
三
海
里

原
則
を
否
定
し
、
鮁
魚
圏
な
ど
の
漁
場
は
全
て
清
朝
領
海
に
属
す
る
と
主
張
し
た
）
70
（

。
双
方
と
も
前
年
同
様
の
主
張
を
繰
り
返
す
に
至
り
、

論
争
は
膠
着
状
態
に
ま
で
陥
っ
た
と
い
え
る
。

　

外
交
交
渉
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
一
方
で
、
報
道
は
論
争
を
加
熱
さ
せ
た
。
日
本
語
紙
で
あ
る
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
三
海
里
原

則
に
照
ら
し
て
渤
海
湾
が
公
海
で
あ
る
の
は
明
白
だ
と
述
べ
た
）
71
（

。『
大
日
本
水
産
会
報
』
に
は
、
渤
海
に
お
け
る
日
本
側
の
漁
業
保
護
は

手
ぬ
る
い
と
叱
咤
す
る
投
書
が
見
ら
れ
る
）
72
（

。

　

一
方
中
国
語
紙
の
反
応
を
見
て
み
る
と
、『
申
報
』
は
「
公
法
を
援
用
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
断
片
的
な
規
定
か
ら
都
合
よ
く
抜

き
出
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
三
海
里
原
則
に
基
づ
く
主
張
を
非
難
し
た
）
73
（

。

　
『
外
交
報
』
で
は
、
法
政
大
学
に
留
学
中
の
邵
羲
が
渤
海
内
海
説
を
擁
護
す
る
議
論
を
張
っ
た
。
彼
は
渤
海
の
湾
口
が
キ
ン
グ
ス
・

チ
ェ
ン
バ
ー
の
規
定
に
当
て
は
ま
る
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
際
遼
東
半
島
の
先
端
と
山
東
半
島
の
先
端
の
間
で
は
な
く
、
遼
東
半
島
の

先
端
と
海
上
に
浮
か
ぶ
「
欽
島
」
の
間
の
距
離
を
採
用
し
て
い
る
）
74
（

。
こ
こ
に
も
既
存
の
慣
行
を
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
解
釈
し
な
お

す
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。

　

伊
集
院
彦
吉
は
、
日
中
韓
漁
業
紛
争
が
「
租
借
条
約
ニ
関
ス
ル
根
本
的
ノ
争
議
」
を
引
き
起
こ
す
と
指
摘
し
）
75
（

、
外
交
上
の
議
題
と
な

る
の
を
避
け
る
た
め
に
「
地
方
的
ニ
清
国
側
ト
ノ
間
ニ
便
宜
一
時
的
ノ
弁マ
マ

法
ヲ
協
定
ス
ル
」
こ
と
に
よ
る
解
決
を
提
案
し
た
）
76
（

。
彼
に
言

わ
せ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
領
海
範
囲
の
問
題
も
関
東
州
住
人
へ
の
徴
税
権
の
問
題
も
、
税
率
の
問
題
が
こ
じ
れ
て
生
じ
た
枝
葉
末
節
に
過

ぎ
な
か
っ
た
）
77
（

。
こ
の
紛
争
を
「
奉
天
省
税
源
ニ
関
ス
ル
地
方
ノ
利
益
問
題
」
で
あ
る
と
見
な
す
立
場
か
ら
は
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
解
決

四
五
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が
最
も
適
当
だ
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
）
78
（

。

　

伊
集
院
の
提
案
は
領
海
の
範
囲
や
関
東
州
住
人
の
管
轄
権
と
い
う
論
点
を
避
け
て
、
奉
天
省
の
税
収
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。

清
朝
が
渤
海
で
の
漁
業
紛
争
を
国
家
間
の
交
渉
事
項
だ
と
認
識
を
改
め
た
の
と
は
対
照
的
に
、
日
本
は
同
じ
問
題
を
地
方
レ
ベ
ル
で
片

付
け
る
べ
き
問
題
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
清
の
ど
ち
ら
が
関
東
州
内
の
清
朝
漁
民
に
管
轄
権
を
行
使
で
き
る
の

か
明
確
で
は
な
い
渤
海
の
事
情
を
顧
み
れ
ば
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
解
決
を
回
避
す
る
発
想
は
合
理
的
だ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
結
局
の

と
こ
ろ
、
伊
集
院
の
提
案
に
沿
う
よ
う
な
形
を
と
っ
て
、
日
中
韓
漁
業
紛
争
は
妥
結
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　

第
四
章　

妥
結
（
一
九
一
一
―
一
九
一
二
）

　

一
九
一
一
年
の
漁
期
に
際
し
て
、
関
東
都
督
府
は
前
年
同
様
の
紛
争
や
「
清
国
官
憲
ノ
不
法
ナ
ル
圧
迫
」
を
回
避
す
る
た
め
の
方
針

を
立
て
た
）
79
（

。
だ
が
予
想
に
反
し
て
、
大
き
な
紛
擾
や
交
渉
事
態
は
発
生
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
関
東
都
督
の
大
島
義
昌
は
、
一
九
一
一

年
度
の
漁
期
は
悪
天
候
が
続
き
不
漁
に
終
わ
っ
た
一
方
、「
漁
場
ニ
於
ケ
ル
彼
我
漁
民
並
官
憲
ハ
頗
ル
親
密
ナ
ル
交
情
ヲ
持
続
」
し
た
と

報
告
し
た
）
80
（

。
こ
の
年
の
漁
期
は
、
漁
民
が
出
漁
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
に
く
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

漁
業
協
定
に
よ
る
紛
争
解
決
が
図
ら
れ
た
の
は
、
翌
一
九
一
二
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
清
朝
は
倒
れ
中
華
民
国
と
な
り
、
関
東
都
督

も
大
島
義
昌
か
ら
福
島
安
正
へ
と
替
わ
っ
て
い
た
。
福
島
は
協
定
作
成
の
い
き
さ
つ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
一
九
一
二
年
四

月
、
奉
天
漁
業
総
局
総
辦
の
鄭
焯
が
関
東
都
督
府
を
訪
問
し
、
漁
業
紛
争
の
調
停
案
に
つ
い
て
交
渉
し
た
。
彼
は
「
目
下
支
那
側
ノ
内

情
モ
ア
リ
又
従
来
ノ
行
懸
リ
モ
ア
リ
」、
国
家
間
の
交
渉
は
見
込
み
が
な
い
た
め
、
関
東
都
督
府
と
奉
天
漁
業
総
局
で
内
議
し
て
「
現
場

四
六
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東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

ニ
於
ケ
ル
紛
争
ヲ
将
来
ニ
杜
絶
ス
ル
」
こ
と
を
申
し
出
た
と
い
う
。
福
島
は
円
満
な
解
決
を
望
み
つ
つ
も
、「
当
局
者
ノ
間
ニ
差
当
リ
非

公
式
ニ
商
議
ヲ
為
ス
」
の
が
適
当
だ
ろ
う
と
答
え
た
。
こ
こ
で
双
方
は
妥
結
し
、
関
東
都
督
府
と
奉
天
漁
業
総
局
で
漁
業
協
定
を
作
成

し
た
）
81
（

。

　

こ
う
し
て
「
関
東
州
漁
民
保
護
及
び
税
捐
等
に
関
す
る
条
項
）
82
（

」
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
協
定
で
は
、
鮁
魚
圏
な
ど
の
「
海
面
」
に
お

け
る
関
東
州
漁
民
の
漁
業
権
と
、
西
朝
鮮
湾
の
「
海
面
」
に
お
け
る
奉
天
漁
業
総
局
所
属
漁
船
の
漁
業
権
を
相
互
に
許
可
し
た
（
第
一

条
・
第
五
条
）。
そ
の
際
関
東
州
か
ら
の
出
漁
船
は
中
華
民
国
の
漁
業
税
則
に
従
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
（
第
二
条
）、
西
朝
鮮
湾
に
お

け
る
中
国
人
漁
民
へ
の
徴
税
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
際
は
「
奉
天
漁
業
総
局
ニ
予
メ
協
定
シ
其
保
護
ニ
任
ス
ベ
キ
様
関
東
都
督
府
ヨ

リ
朝
鮮
総
督
府
ニ
照
会
ス
ル
」
と
定
め
た
（
第
五
条
）。

　

こ
の
協
定
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
鮁
魚
圏
周
辺
と
西
朝
鮮
湾
の
「
海
面
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
に
よ
っ
て
漁
業
権
を
相
互
に
許
可

し
、
紛
糾
の
焦
点
と
な
っ
た
領
海
範
囲
の
明
確
化
を
回
避
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
納
税
を
条
件
と
し
た
漁
業
権
の
相
互
許
可
と
い

う
解
決
方
法
は
、
一
八
八
〇
年
代
に
見
ら
れ
た
漁
業
権
管
理
と
同
様
で
あ
る
点
も
指
摘
し
た
い
）
83
（

。
領
海
に
基
づ
い
た
解
決
が
望
め
な
い

以
上
、
従
前
の
管
理
方
法
を
再
使
用
す
る
ほ
か
選
択
肢
が
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

日
清
両
国
は
と
も
に
領
海
を
根
拠
と
し
た
主
張
を
戦
わ
せ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
応
の
決
着
を
み
た
漁
業
協
定
は
「
海
面
」
と

い
う
単
語
を
用
い
て
領
海
に
は
言
及
せ
ず
、
慣
行
的
管
理
の
回
復
を
も
っ
て
決
着
と
し
た
。
日
中
韓
漁
業
紛
争
を
契
機
に
渤
海
・
黄
海

海
域
へ
領
海
と
い
う
国
際
法
的
な
枠
組
み
が
持
ち
込
ま
れ
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
定
着
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
七
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お　

わ　

り　

に

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
中
韓
漁
業
紛
争
で
は
、
領
海
の
範
囲
を
め
ぐ
る
論
争
が
日
本
と
清
朝
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
し
か

し
関
東
州
租
借
地
を
抱
え
る
渤
海
の
状
況
の
下
で
は
領
海
制
度
を
用
い
た
解
決
は
極
め
て
困
難
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
伊
集
院
彦
吉
は
領

海
を
め
ぐ
る
議
論
の
回
避
を
提
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
漁
業
協
定
が
成
り
、
慣
行
的
管
理
に
よ
る
一
応
の
決
着
に
至
る
。

　

た
だ
し
、
論
争
は
膠
着
に
終
わ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
国
際
海
洋
法
を
引
い
て
三
海
里
主
義
を
押
し
通
そ
う
と
す
る
日
本
へ
対
抗
す

る
た
め
に
、
清
朝
は
自
ら
の
都
合
に
合
う
慣
行
を
選
び
取
り
、
そ
れ
を
も
と
に
渤
海
内
海
説
の
よ
う
な
独
特
の
解
釈
を
作
り
出
し
た
。

東
ア
ジ
ア
海
域
は
租
借
地
と
い
う
特
有
の
条
件
に
よ
っ
て
国
際
海
洋
法
の
単
純
な
適
用
を
阻
む
と
同
時
に
、
自
己
主
張
の
た
め
に
領
海

と
い
う
国
際
法
上
の
範
疇
を
駆
使
す
る
試
み
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
領
海
と
い
う
概
念
は
、
当
時
の
国
際
海
洋
法
の
水
準
や
実
践
の
場
た
る
外
交
関
係
の
影
響
に

よ
り
、
曲
折
に
富
む
経
緯
を
た
ど
っ
た
。
本
稿
が
論
じ
た
日
中
韓
漁
業
紛
争
は
、
そ
れ
を
よ
く
示
す
事
例
と
い
え
る
。
た
だ
し
本
稿
で

は
、
領
海
が
い
か
に
し
て
渤
海
・
黄
海
海
域
の
秩
序
を
揺
る
が
し
、
変
え
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
点
ま
で
考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
の

課
題
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
長
期
的
な
分
析
視
角
を
設
け
て
検
討
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

註（
1
）　

こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
日
本
の

事
例
は
島
田
征
夫
『
開
国
後
日
本
が
受
け
入
れ
た
国
際
法　
　

一
九

世
紀
に
お
け
る
慣
習
国
際
法
の
研
究
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
三
）
が
詳

四
八
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東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

し
い
。
中
国
の
受
容
過
程
に
つ
い
て
は
林
学
忠
『
従
万
国
公
法
到
公

法
外
交　
　

晩
清
国
際
法
伝
入
・
詮
釈
与
応
用
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
九
）
が
総
合
的
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
特
に

翻
訳
の
経
過
に
着
目
し
た
も
の
と
し
てR

une Svarverud, 
International Law

 as W
orld O

rder in Late Im
perial C

hina: 

Translation, Reception and D
iscourse, 1847–1911, Leiden: B

rill, 

2007

が
あ
る
。
ま
た
東
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
『
万
国
公
法
』
の
受

容
に
つ
い
て
は
、『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
』
第
二
号
（
一
九
九
九
年
）
所

収
の
各
論
文
が
参
考
に
な
る
。

（
2
）　

林
司
宣
・
島
田
征
夫
・
古
賀
衛
（
編
）『
国
際
海
洋
法
』﹇
第
二

版
﹈（
有
信
堂
高
文
社
、
二
〇
一
六
）、
一
七
・
一
八
頁
。

（
3
）　

こ
こ
で
は
近
年
の
代
表
的
研
究
と
し
て
、
武
山
眞
行
「
普
仏
戦

争
と
日
本
の
領
海
幅
員
」、『
法
学
新
報
』
第
一
一
六
巻
第
三
・
四
号
、

二
〇
〇
九
、
四
五
五
〜
五
二
二
頁
な
ら
び
に
島
田
前
掲
註
（
1
）
書

第
三
章
を
挙
げ
て
お
く
。

（
4
）　

塙
叡
「
日
本
の
領
海
に
関
す
る
二
、
三
の
歴
史
的
考
察
」、『
東

京
工
芸
大
学
紀
要
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
七
八
、
一
〜
一
〇
頁
。

（
5
）　

劉
利
民
「
二
〇
世
紀
初
領
海
主
権
理
論
的
伝
播
及
清
政
府
的
認

識
」、『
中
州
学
刊
』
二
〇
一
一
年
第
三
期
、
一
八
二
〜
一
八
六
頁
。

（
6
）　
『
行
政
院
公
報
』
第
二
四
九
号
、
二
八
・
二
九
頁
。
一
九
九
四
年

中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
影
印
本
、
第
二
七
巻
、
四
一
八
・
四
一
九
頁
。

（
7
）　

吉
澤
誠
一
郎
『
清
朝
と
近
代
世
界　

一
九
世
紀
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
〇
）、
一
〇
四
〜
一
〇
六
頁
。

（
8
）　

本
稿
で
は
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
一
二
年
に
か
け
て
発
生
し
た

漁
業
紛
争
を
「
日
中
韓
漁
業
紛
争
」
と
呼
称
す
る
。

（
9
）　M

uscolino

は
「
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て

の
日
中
漁
業
紛
争
は
、
国
際
法
に
お
け
る
領
海
の
定
義
の
争
い
を
焦

点
と
し
た
」
と
論
ず
る
が
、
日
中
韓
漁
業
紛
争
は
そ
の
先
例
と
し
て

見
な
せ
る
だ
ろ
う
。M

icah S. M
uscolino, Fishing W

ars and Envi-

ronm
ental C

hange in Late Im
perial and M

odern C
hina, C

am
-

bridge, M
ass.: H

arvard U
niversity A

sia C
enter, 2009, p.106.

（
10
）　

劉
利
民
「
清
末
社
会
維
護
領
海
漁
業
権
活
動
考
察
」、『
晋
陽
学

刊
』
二
〇
一
五
年
第
四
期
、
六
五
〜
七
五
頁
。

（
11
）　

金
東
建
に
よ
る
分
析
は
、
日
本
外
交
文
書
と
外
交
檔
案
を
突
き

合
わ
せ
て
交
渉
過
程
を
分
析
す
る
基
礎
的
研
究
と
い
え
る
。
金
東
建

「
一
九
〇
九
年
之
清
韓
通
漁
章
程
交
渉
初
探　
　

一
個
罕
為
人
知
的
保

護
国
外
交
之
例
」、
胡
春
恵
・
呂
紹
理
（
主
編
）『
現
代
化
進
程
中
的

中
国
基
層
社
会　
　

両
岸
三
地
歴
史
学
研
究
生
研
討
論
文
選
集
』（
国

立
政
治
大
学
歴
史
学
系
・
香
港
珠
海
書
院
亜
洲
研
究
中
心
、
二
〇
一

一
）、
二
四
一
〜
二
五
八
頁
。
陳
冠
任
は
こ
の
出
来
事
を
、
清
朝
が
漁

業
権
の
重
要
性
を
察
知
し
た
契
機
だ
と
評
価
し
た
。
陳
冠
任
『
萌
動
、

逓
嬗
与
突
破　
　

中
華
民
国
漁
権
発
展
史
（
一
九
一
二
―
一
九
八
二
）』

四
九
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東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
一
号

（
国
立
政
治
大
学
歴
史
学
系
、
二
〇
一
三
）、
三
五
〜
三
八
頁
。
金
文

基
は
韓
国
の
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
清
朝
は
「
領
海
主

権
」
保
護
の
た
め
規
則
締
結
を
回
避
し
た
と
指
摘
す
る
。
金
文
基
「
海

鼠
、
鯡
、
太
刀
魚　
　

気
候
変
動
と
清
朝
漁
業
紛
争
の
展
開　
　

」、

日
韓
文
化
交
流
基
金
『
海
洋
／
海
域
と
歴
史
』（
第
一
九
回
日
韓
・
韓

日
歴
史
家
会
議
、
二
〇
一
九
）、
一
〇
一
〜
一
一
一
頁
。

（
12
）　

関
東
都
督
府
民
政
部
庶
務
課
『
関
東
州
ノ
漁
業
及
製
塩
業
』（
満

洲
日
日
新
聞
社
、
一
九
一
六
）、
三
七
〜
三
九
頁
。

（
13
）　

奉
天
漁
業
総
局
に
よ
っ
て
漁
民
へ
の
徴
税
が
開
始
さ
れ
た
と
す

る
李
玉
尚
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
れ
以
前
の
奉
天
省
は
漁
業
に

税
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
李
玉
尚
『
海
有

豊
歉
：
黄
渤
海
的
魚
類
与
環
境
変
遷
（
一
三
六
八
〜
一
九
五
八
）』（
上

海
交
通
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
）、
三
九
〜
四
三
頁
。

（
14
）　
「
佐
井
外
務
嘱
託
報
告
写
」、
一
九
〇
六
年
五
月
三
一
日
、
奉
天

総
領
事
萩
原
守
一
↓
外
務
大
臣
林
董
、
機
密
第
二
二
号
付
属
書
類
。

「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第
一
巻
（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵

B
3.5.8.100.001

）、JA
C

A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef. 

B
11091896300

、
一
六
〜
二
一
画
像
目
。
佐
井
な
る
人
物
は
不
詳
。

（
15
）　

一
九
〇
六
年
五
月
二
八
日
、
奉
天
総
領
事
萩
原
守
一
↓
外
務
大

臣
林
董
、
機
密
第
六
号
。「
日
露
戦
役
後
占
領
地
ニ
於
ケ
ル
帝
国
官
憲

ノ
処
置
ニ
関
シ
清
国
其
他
ヨ
リ
苦
情
申
出
一
件
」（
外
務
省
外
交
史
料

館
蔵5.2.6.0.13

）、JA
C

A
R

:B
07090737800

、
五
一
・
五
二
画
像
目
。

（
16
）　

一
九
〇
七
年
三
月
一
八
日
、
関
東
州
水
産
組
合
の
布
告
文
。「
希

将
黄
家
傑
殺
高
景
賢
及
日
遠
洋
漁
業
団
勒
収
漁
戸
捐
費
二
事
画
清
厳

与
日
使
交
渉
以
固
漁
利
以
保
海
権
」（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
檔

案
館
蔵
、
朝
鮮
檔
（
以
下
、
朝
鮮
檔
と
略
す
）02-19-006-02-034

）

添
付
書
類
二
。

（
17
）　

彭
瑋
・
伊
藤
康
宏
「
二
〇
世
紀
前
期
の
中
国
「
関
東
州
」
水
産

業
の
形
成
と
展
開
」、『
地
域
漁
業
研
究
』
第
五
九
巻
第
二
号
、
二
〇

一
九
、
一
〇
五
〜
一
一
二
頁
。

（
18
）　
「
阿
部
野
利
恭
未
遵
前
議
竟
擅
立
公
司
括
取
黄
渤
海
一
帯
漁
利
任

意
妄
為
」、「
希
将
黄
家
傑
殺
高
景
賢
及
日
遠
洋
漁
業
団
勒
収
漁
戸
捐

費
二
事
画
清
厳
与
日
使
交
渉
以
固
漁
利
以
保
海
権
」（
朝
鮮
檔02-19-

006-02-034

）
添
付
書
類
一
。

（
19
）　

一
九
〇
七
年
四
月
二
日
、
奉
天
総
領
事
萩
原
守
一
↓
関
東
都
督

大
島
義
昌
、
関
往
第
三
五
号
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
一
巻
、JA

C
A

R
:B

11091896300

、
四
二
・
四
三
画
像
目
。

（
20
）　

一
九
〇
七
年
五
月
一
〇
日
、
関
東
都
督
府
民
政
長
官
中
村
是
公

↓
奉
天
総
領
事
館
事
務
代
理
領
事
官
補
吉
田
茂
、
関
官
外
第
二
一
号

の
二
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第
一
巻
、JA

C
A

R
:

　

B
11091896400

、
六
一
・
六
二
画
像
目
。

（
21
）　
「
鮁
魚
圏
西
河
套
等
処
、
均
我
国
領
海
、
該
漁
業
団
恃
強
越
境
、

五
〇
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東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

攘
利
侵
権
。
甚
至
率
領
雷
艇
」。
一
九
〇
七
年
五
月
一
八
日
〔
光
緒
三

三
年
四
月
初
七
日
〕、
奉
天
交
渉
事
務
総
局
↓
奉
天
総
領
事
館
事
務
代

理
領
事
官
補
吉
田
茂
照
会
文
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
一
巻
、JA

C
A

R
:B

11091896500

、
六
二
・
六
三
画
像
目
。

（
22
）　

一
九
〇
七
年
六
月
一
二
日
、
奉
天
総
領
事
館
事
務
代
理
領
事
官

補
吉
田
茂
↓
外
務
大
臣
林
董
、
機
密
受
第
一
五
九
〇
号
。「
関
東
州
沿

海
漁
業
保
護
一
件
」
第
一
巻
、JA

C
A

R
:B

11091896600

、
二
四
〜

三
〇
画
像
目
。

（
23
）　
「
希
将
黄
家
傑
殺
高
景
賢
及
日
遠
洋
漁
業
団
勒
収
漁
戸
捐
費
二
事

画
清
厳
与
日
使
交
渉
以
固
漁
利
以
保
海
権
」（
朝
鮮
檔02-19-006-02-

034

）。

（
24
）　
「
高
案
談
判
雖
有
端
倪
而
日
人
不
欲
提
及
鮁
魚
圏
案
以
致
屢
議
屢

罷
移
交
後
可
由
新
任
厳
詞
詰
責
」（
朝
鮮
檔02-19-006-03-011

）。

（
25
）　
「
請
厳
詰
日
使
禁
阻
日
人
越
界
毀
損
船
舶
重
索
漁
捐
等
強
横
行

為
」（
朝
鮮
檔02-19-006-03-001

）。

（
26
）　

一
九
〇
七
年
六
月
二
一
日
、
奉
天
総
領
事
萩
原
守
一
↓
外
務
大

臣
林
董
、
電
送
第
二
四
七
六
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第

一
巻
、JA

C
A

R
:B

11091896600

、
三
一
画
像
目
。

（
27
）　
「
熊
岳
城
附
近
漁
業
保
護
ニ
関
ス
ル
解
決
案
」、
一
九
〇
七
年
七

月
二
九
日
、
奉
天
総
領
事
萩
原
守
一
↓
外
務
大
臣
林
董
、
機
密
受
第

二
一
〇
六
号
別
紙
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第
二
巻
（
外
務

省
外
交
史
料
館
蔵B

3.5.8.100.002

）、JA
C

A
R

:B
11091896900

、
一

一
画
像
目
。

（
28
）　
「
熊
岳
城
附
近
漁
業
保
護
ニ
関
ス
ル
解
決
案
」、
一
九
〇
七
年
八

月
五
日
、
奉
天
総
領
事
萩
原
守
一
↓
外
務
大
臣
林
董
、
機
密
受
第
二

一
九
一
号
、「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第
二
巻
、JA

C
A

R
:

　

B
11091896900

、
三
三
画
像
目
。

（
29
）　

一
九
〇
七
年
八
月
五
日
、
奉
天
総
領
事
萩
原
守
一
↓
外
務
大
臣

林
董
、
機
密
受
第
二
一
九
二
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第

二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091896900

、
四
四
〜
四
八
画
像
目
。

（
30
）　

一
九
〇
八
年
一
月
二
七
日
、
外
務
大
臣
林
董
↓
奉
天
総
領
事
加

藤
本
四
郎
、
機
密
送
第
七
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第
二

巻
、JA

C
A

R
:B

11091896900

、
六
三
〜
六
六
画
像
目
。

（
31
）　

一
九
〇
八
年
四
月
一
四
日
、
奉
天
総
領
事
加
藤
本
四
郎
↓
外
務

大
臣
林
董
、
電
送
第
一
三
〇
四
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」

第
二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091896900

、
九
一
〜
九
三
画
像
目
。

（
32
）　

一
九
〇
八
年
四
月
一
三
日
、
在
清
特
命
全
権
公
使
林
権
助
↓
外

務
大
臣
林
董
、
電
送
第
一
三
〇
〇
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091896900

、
九
〇
・
九
一
画
像
目
。

（
33
）　

一
九
〇
八
年
五
月
九
日
、
奉
天
総
領
事
加
藤
本
四
郎
↓
外
務
大

臣
林
董
、
電
送
第
一
六
四
三
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第

二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897000

、
一
三
画
像
目
。

五
一
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東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
一
号

（
34
）　

一
九
〇
八
年
五
月
九
日
、
関
東
都
督
大
島
義
昌
↓
外
務
大
臣
林

董
、
電
送
第
一
六
四
七
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第
二

巻
、JA

C
A

R
:B

11091897000

、
一
四
〜
一
七
画
像
目
。

（
35
）　

一
九
〇
八
年
五
月
一
二
日
、
関
東
都
督
大
島
義
昌
↓
外
務
大
臣

林
董
、
機
密
受
第
一
二
二
七
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第

二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897000

、
三
五
〜
四
四
画
像
目
。

（
36
）　

一
九
〇
八
年
五
月
八
日
、
奉
天
総
領
事
加
藤
本
四
郎
↓
奉
天
交

渉
使
陶
大
均
公
文
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第
二

巻
、JA

C
A

R
:B

11091897000
、
八
一
・
八
二
画
像
目
。

（
37
）　

一
九
〇
八
年
五
月
一
八
日
、
奉
天
総
領
事
加
藤
本
四
郎
↓
奉
天

交
渉
使
陶
大
均
公
文
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第
二

巻
、JA

C
A

R
:B

11091897000

、
九
二
・
九
三
画
像
目
。

（
38
）　

一
九
〇
八
年
五
月
二
〇
日
、
奉
天
総
領
事
加
藤
本
四
郎
↓
外
務

大
臣
林
董
、
電
送
第
一
七
八
八
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」

第
二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897000

、
六
二
〜
六
四
画
像
目
。

（
39
）　

一
九
〇
八
年
六
月
二
二
日
、
関
東
都
督
大
島
義
昌
↓
外
務
大
臣

林
董
、
機
密
受
第
一
五
二
七
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第

二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897100

、
一
四
〜
二
三
画
像
目
。

（
40
）　
「
請
分
咨
直
隷
、
奉
天
、
山
東
三
省
詳
査
地
方
情
形
以
便
与
韓
国

訂
立
通
漁
章
程
」（
朝
鮮
檔
、
中
韓
擬
議
通
漁
宗
・
中
韓
擬
議
通
漁
案

冊02-19-008-03-021

）。

（
41
）　
「
駐
韓
馬
総
領
事
函
請
訂
立
通
漁
章
程
応
就
近
体
察
情
形
会
商
辦

法
咨
部
由
」（
朝
鮮
檔
、
中
韓
擬
議
通
漁
宗
・
中
韓
擬
議
通
漁
案
冊

02-19-015-01-002

）。

（
42
）　
「
駐
韓
領
事
請
訂
中
韓
通
漁
事
暫
従
緩
議
由
」（
朝
鮮
檔
、
中
韓

擬
議
通
漁
宗
・
中
韓
擬
議
通
漁
案
冊02-19-015-01-005

）。

（
43
）　
「
直
隷
漁
業
尚
未
発
達
応
従
緩
与
韓
互
換
由
」（
朝
鮮
檔
、
中
韓

擬
議
通
漁
宗
・
中
韓
擬
議
通
漁
案
冊02-19-015-01-014

）。

（
44
）　

一
九
〇
八
年
八
月
一
八
日
、
関
東
都
督
府
民
政
長
官
白
仁
武
↓

統
監
府
総
務
長
官
事
務
取
扱
統
監
府
参
与
官
石
塚
英
蔵
電
報
の
写
し
。

「
清
韓
通
漁
規
則
訂
約
雑
件
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵2-6-1-0-13

）、

JA
C

A
R

:B
07080091000

、
一
八
・
一
九
画
像
目
。

（
45
）　

一
九
〇
八
年
九
月
三
日
、
統
監
府
総
務
長
官
事
務
取
扱
統
監
府

参
与
官
石
塚
英
蔵
↓
関
東
都
督
府
民
政
長
官
白
仁
武
電
報
の
写
し
。

「
清
韓
通
漁
規
則
訂
約
雑
件
」、JA

C
A

R
:B

07080091000

、
一
六
・

一
七
画
像
目
。

（
46
）　

神
谷
丹
路
『
近
代
日
本
漁
民
の
朝
鮮
出
漁　
　

朝
鮮
南
部
の
漁

業
根
拠
地
長
承
浦
・
羅
老
島
・
方
魚
津
を
中
心
に　
　

』（
新
幹
社
、

二
〇
一
八
）、
四
一
頁
。

（
47
）　

東
京
水
産
学
会
『
韓
国
漁
業
法
規
集
』（
水
産
書
院
、
一
九
〇

九
）、
一
頁
。

（
48
）　

一
九
〇
八
年
一
一
月
二
日
、
統
監
府
副
統
監
曾
禰
荒
助
↓
外
務

五
二
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東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

大
臣
小
村
寿
太
郎
、
機
密
受
第
二
六
七
〇
号
。「
清
韓
通
漁
規
則
訂
約

雑
件
」、JA

C
A

R
:B

07080091000

、
三
六
〜
四
六
画
像
目
。

（
49
）　
「
申
送
日
韓
通
漁
章
程
及
韓
漁
業
法
請
酌
裁
由
」（
朝
鮮
檔
、
中

韓
擬
議
通
漁
宗
・
中
韓
擬
議
通
漁
案
冊02-19-015-01-008

）。

（
50
）　

神
谷
丹
路
は
韓
国
漁
業
法
・
日
韓
漁
業
協
定
に
つ
い
て
、「
こ
の

時
点
に
お
い
て
、
漁
業
に
お
け
る
植
民
地
化
が
法
的
に
完
了
し
た
と

い
え
る
」
と
、
朝
鮮
の
海
を
併
合
に
先
立
っ
て
植
民
地
化
し
た
と
述

べ
て
い
る
。
前
掲
註
（
46
）
神
谷
書
、
四
二
〜
四
八
頁
。

（
51
）　

一
九
〇
九
年
四
月
七
日
、
統
監
府
副
統
監
曾
禰
荒
助
↓
外
務
大

臣
小
村
寿
太
郎
、
往
電
第
二
八
号
。
国
史
編
纂
委
員
会
、『
統
監
府
文

書
』
第
一
〇
巻
（
韓
国
・
国
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
）、
四
三
〇

頁
。

（
52
）　

一
九
〇
九
年
四
月
三
日
、
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
↓
奉
天
総
領

事
小
池
張
造
、
電
送
第
七
〇
八
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」

第
二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897100

、
七
八
・
七
九
画
像
目
。

（
53
）　

一
九
〇
九
年
四
月
一
三
日
、
奉
天
総
領
事
小
池
張
造
↓
外
務
大

臣
小
村
寿
太
郎
、
電
送
第
一
二
二
二
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897100

、
八
三
画
像
目
。

（
54
）　
「
議
員
徐
秀
鈞
議
交
渉
司
呈
擬
旅
大
租
界
内
漁
業
税
則
並
請
咨
部

議
定
漁
業
法
規
及
領
海
公
海
問
題
案
」、『
東
三
省
政
略
』
巻
一
二
・

附
諮
議
庁
議
案
之
五
、
辺
防
案
。
一
九
八
九
年
吉
林
文
史
出
版
社
点

校
本
、
一
七
二
一
頁
。

（
55
）　

一
九
〇
九
年
四
月
一
九
日
、
関
東
都
督
府
外
事
課
長
太
田
為
吉

↓
奉
天
総
領
事
小
池
張
造
電
報
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897100

、
九
九
・
一
〇
〇
画
像
目
。

（
56
）　

高
林
秀
雄
『
領
海
制
度
の
研
究　
　

海
洋
法
の
歴
史　
　

』﹇
第

三
版
﹈、（
有
信
堂
高
文
社
、
一
九
八
七
）、
四
九
頁
。
こ
れ
を
渤
海
に

適
用
す
る
場
合
、
渤
海
を
取
り
囲
む
陸
地
の
先
端
で
あ
る
遼
東
半
島

先
端
と
山
東
半
島
先
端
が
ど
ち
ら
も
清
朝
の
領
土
で
あ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
日
本
側
は
関
東
州
が
租
借
地
で
あ
っ
て
日
本
の
統
治
下

に
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
清
朝
の
主
張
を
崩
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
57
）　

一
九
〇
九
年
五
月
一
七
日
、
奉
天
総
領
事
小
池
張
造
↓
外
務
大

臣
小
村
寿
太
郎
、
電
送
第
一
五
八
九
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897200

、
一
二
・
一
三
画
像
目
。

（
58
）　

一
九
〇
九
年
五
月
二
一
日
、
関
東
都
督
大
島
義
昌
↓
外
務
大
臣

小
村
寿
太
郎
、
機
密
受
第
一
五
四
一
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
二
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897200

、
三
四
〜
三
六
画
像
目
。

（
59
）　

一
九
〇
九
年
八
月
二
日
、
関
東
都
督
府
外
事
課
長
大
内
丑
之
助

↓
奉
天
総
領
事
小
池
張
造
電
報
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
三
巻
（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵B

3.5.8.100.003

）、JA
C

A
R

:
　

B
11091897500

、
五
六
〜
六
〇
画
像
目
。

（
60
）　

一
九
〇
九
年
一
〇
月
一
二
日
〔
宣
統
元
年
九
月
二
九
日
〕、
奉
天

五
三
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東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
一
号

交
渉
使
鄭
↓
奉
天
総
領
事
小
池
張
造
、
界
字
第
二
三
三
号
の
写
し
。

「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897500

、

六
三
・
六
四
画
像
目
。

（
61
）　
「
祈
分
咨
奉
直
東
各
省
督
撫
飭
沿
海
地
方
官
厳
禁
各
漁
船
往
韓
捕

以
免
枝
節
由
」（
中
韓
擬
議
通
漁
宗
・
中
韓
擬
議
通
漁
案
冊02-19-015-

01-015

）。

（
62
）　
「
駁
論
漁
業
詳
細
情
形
請
鈞
裁
由
」（
朝
鮮
檔
、
中
韓
擬
議
通
漁

宗
・
中
韓
擬
議
通
漁
案
冊02-19-015-01-018

）。

（
63
）　
「
中
韓
通
漁
事
応
再
由
三
省
体
察
会
商
辦
法
咨
部
核
辦
由
」（
朝

鮮
檔
、
中
韓
擬
議
通
漁
宗
・
中
韓
擬
議
通
漁
案
冊02-19-015-01-021

）。

（
64
）　
「
中
韓
通
漁
事
暫
緩
訂
約
由
」（
朝
鮮
檔
、
中
韓
擬
議
通
漁
宗
・

中
韓
擬
議
通
漁
案
冊02-19-015-01-022

）。

（
65
）　
「
思
鴨
緑
江
下
遊
日
韓
漁
戸
已
占
多
数
、
此
時
無
論
為
通
為
禁
、

似
以
査
明
海
線
、
画
清
漁
界
為
先
。
蓋
漁
業
者
、
海
線
之
標
識
也
。

必
有
公
認
之
海
界
、
始
能
行
我
領
海
之
主
権
」。「
中
韓
通
漁
事
籌
議

大
概
以
供
採
択
由
」（
朝
鮮
檔
、
中
韓
擬
議
通
漁
宗
・
中
韓
擬
議
通
漁

案
冊02-19-015-01-023

）。

（
66
）　
「
韓
人
捕
魚
不
納
保
護
経
費
已
飭
禁
韓
船
入
境
由
」（
朝
鮮
檔
、

中
韓
擬
議
通
漁
宗
・
中
韓
擬
議
通
漁
案
冊02-19-015-01-024

）。

（
67
）　
「
前
来
本
部
査
奉
省
漁
場
、
既
在
渤
海
湾
以
内
三
面
皆
中
国
轄

境
、
即
是
中
国
領
海
、
毫
無
疑
義
。
豈
得
謂
之
公
海
。
旅
大
雖
為
租

借
地
、
而
保
護
該
処
漁
戸
、
仍
係
中
国
自
有
之
権
」。
一
九
一
〇
年
三

月
五
日
〔
宣
統
元
年
一
一
月
二
二
日
〕、
外
務
部
大
臣
慶
親
王
奕
劻
↓

在
清
特
命
全
権
公
使
伊
集
院
彦
吉
照
会
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業

保
護
一
件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897500

、
七
二
画
像
目
。

（
68
）　

一
九
一
〇
年
四
月
一
六
日
、
奉
天
総
領
事
代
理
有
田
八
郎
↓
関

東
都
督
大
島
義
昌
、
機
都
第
八
号
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護

一
件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897500

、
八
二
・
八
三
画
像
目
。

（
69
）　

一
九
一
〇
年
四
月
二
二
日
、
営
口
領
事
有
田
八
郎
↓
奉
天
交
渉

使
韓
国
鈞
、
公
文
第
一
一
五
号
の
写
し
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897500

、
九
〇
〜
九
二
画
像
目
。

（
70
）　

一
九
一
〇
年
五
月
一
一
日
、
営
口
領
事
有
田
八
郎
↓
外
務
大
臣

小
村
寿
太
郎
、
電
送
第
一
四
五
六
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897600

、
一
八
〜
二
〇
画
像
目
。

（
71
）　

一
記
者
、「
編
輯
よ
り
」、『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
五
月

二
二
日
、
第
一
版
、
一
面
、
論
説
。

（
72
）　

韓
海
の
浪
士
「
怒
涛
の
轟
」
中
の
投
書
。『
大
日
本
水
産
会
報
』

第
三
三
五
号
（
一
九
一
〇
年
八
月
）、
二
六
頁
。

（
73
）　
「
東
三
省
近
事
」、『
申
報
』
一
九
一
〇
年
六
月
一
六
日
、
第
一
張

後
幅
、
第
二
・
三
版
。

（
74
）　

邵
羲
「
論
渤
海
湾
漁
業
権
」、
広
文
編
訳
所
（
編
）、『
外
交
報
彙

編
』
第
二
巻
、
一
九
六
四
年
広
文
書
局
影
印
本
、
六
九
一
〜
六
九
四

五
四
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東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
領
海
と
日
中
韓
漁
業
紛
争
（
一
九
〇
六
―
一
九
一
二
）　
　
佐
藤

頁
。

（
75
）　

一
九
一
〇
年
五
月
一
一
日
、
在
清
国
特
命
全
権
公
使
伊
集
院
彦

吉
↓
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
、
電
送
第
一
一
四
五
八
号
。「
関
東
州
沿

海
漁
業
保
護
一
件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897600

、
二
七
・

二
八
画
像
目
。

（
76
）　

一
九
一
〇
年
五
月
一
一
日
、
在
清
国
特
命
全
権
公
使
伊
集
院
彦

吉
↓
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
、
電
送
第
一
四
五
九
号
。「
関
東
州
沿
海

漁
業
保
護
一
件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897600

、
二
九
・
三

〇
画
像
目
。

（
77
）　

一
九
一
〇
年
五
月
一
七
日
、
在
清
国
特
命
全
権
公
使
伊
集
院
彦

吉
↓
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
、
秘
受
第
一
五
九
一
号
。「
関
東
州
沿
海

漁
業
保
護
一
件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897700

、
二
六
〜
三

二
画
像
目
。

（
78
）　

一
九
一
〇
年
五
月
一
三
日
、
在
清
特
命
全
権
公
使
伊
集
院
彦
吉

↓
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
、
電
送
第
一
四
九
二
号
。「
関
東
州
沿
海
漁

業
保
護
一
件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897600

、
四
一
・
四
二

画
像
目
。

（
79
）　

一
九
一
一
年
四
月
一
八
日
、
関
東
都
督
大
島
義
昌
↓
外
務
大
臣

小
村
寿
太
郎
、
受
第
一
〇
七
四
一
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一

件
」
第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897700

、
九
八
〜
一
〇
〇
画
像
目
。

（
80
）　

一
九
一
一
年
六
月
六
日
、
外
務
大
臣
大
島
義
昌
↓
外
務
大
臣
小

村
寿
太
郎
、
受
第
一
五
〇
三
四
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」

第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897800

、
二
画
像
目
。

（
81
）　

一
九
一
二
年
四
月
二
七
日
、
関
東
都
督
福
島
安
正
↓
外
務
大
臣

内
田
康
哉
、
機
受
第
一
九
四
五
号
。「
関
東
州
沿
海
漁
業
保
護
一
件
」

第
三
巻
、JA

C
A

R
:B

11091897800

、
五
〜
一
二
画
像
目
。

（
82
）　

註
（
81
）
と
同
じ
。

（
83
）　

一
八
八
二
年
に
締
結
さ
れ
た
清
朝
商
民
水
陸
貿
易
章
程
の
第
三

条
で
は
、
朝
鮮
の
平
安
・
黄
海
道
と
清
朝
の
山
東
・
奉
天
の
「
浜
海

地
方
」
で
の
漁
業
を
、
納
税
を
条
件
に
相
互
許
可
し
た
。
朝
鮮
は
「
冊

封
・
朝
貢
」
体
制
を
利
用
し
て
、
こ
の
規
定
を
利
用
し
て
清
朝
人
漁

業
の
活
動
範
囲
を
限
定
し
つ
つ
、
漁
船
の
取
り
締
ま
り
を
清
朝
に
さ

せ
よ
う
と
試
み
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
酒
井
裕
美
「
開
港
期
朝
鮮

の
沿
海
漁
業
を
め
ぐ
る
外
交
政
策　
　

朝
清
商
民
水
陸
貿
易
商
程
第

三
条
を
手
が
か
り
に　
　

」、『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
』
第
二
〇
号
、
二

〇
一
六
、
二
六
〜
四
八
頁
。

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
）

五
五
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